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	【主な研究成果】
先端材料等の内部転位の構造観察とその挙動を透過型電子顕微鏡のSTEM観察と試料形状の精密計測から結晶材料の変形挙動の評価とその評価法の検討を行った。
電子線トモグラフィー、STEMロンチグラム法等を用いて、レーザーピーニング、レーザ集光加工時に試料内部および形状と構造変化から結晶欠陥の挙動を、愛知工業大に設置のSEMと熊本大に設置のレーザ顕微鏡を用いて表面性状および形状計測を開始し，ボイド及び転位とクラック相対的位置の関係を明らかにした。そのほかTEM―CBED法に対し収束絞りを適切に選択しながら，転位の回折を試みた．　その際ロンチグラム像を用いた擬似的LACBED法により同様の解析を試みた．2.回折コントラストを抑制可能なSTEMモードを用いることによる転位観察を行なった．キンク界面に形成した微細転位のコントラストの観察が可能となった．3．試料内部にレーザ光を集光させ、その際に形成する転位集合体およびボイド近傍の転位の詳細を明らかにした。レーザ切断時の試料内部のこれら欠陥が切断に及ぼす役割について一部を明らかにした。
【展望】
ひきつづき，試料破断時の欠陥の動的挙動評価を広領域に展開する． 
【具体的な成果】
　●論文
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●国際会議発表
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●学会発表
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